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世界の異常気象防止に、樹木を通して
多くの酸素を地球に供給しよう！！

オ
ビ
エ
ド
市
に
拠
点
を
置
く

F
U
P
E
D

の
事
務
所
て
責
任

者
の
ナ
ン
シ
ー
・
ロ
ハ
ス
女
史
か
ら
活
動
の
報
告
を
受
け
、

今
後
、
特
に
植
樹
活
動
に
協
力
す
る
こ
と
を
話
し
合
っ
た
。

ロ
ハ
ス
女
史
は
小
学
校
、
中
学
校
の
生
徒
の
時
か
ら
環

境
保
護
の
重
要
性
を
教
育
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と

を
強
調
し
て
お
ら
れ
た
。
今
ま
で
学
校
等
で
樹
の
模
型
を

作
り
、
植
樹
の
重
要
性
を
訴
え
て
来
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

当
協
会
か
ら
今
後
、
資
金
の
援
助
と
共
に
教
育
活
動
を
援

助
い
た
し
ま
す
。

昨
年
、
十
二
月
に
パ
ラ
グ
ア
イ

国
を
訪
問
し
た
際
、
パ
ラ
グ
ア
イ

環
境
庁
か
ら
紹
介
さ
れ
た
環
境
保

全
に
力
を
入
れ
る
団
体
を
訪
問
し

て
き
ま
し
た
。
南
北
米
福
地
開
発

協
会
で
は
当
協
会
発
足
以
来
、
パ

ン
タ
ナ
ー
ル
地
域
の
自
然
林
の
保

護
と
植
林
を
心
が
け
、
既
に
チ
ャ

コ
地
方
、
レ
ダ
お
い
て
、
植
樹
活

動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

レ
ダ
の
地
は
環
境
的
に
は
三
ケ

月
以
上
も
乾
季
が
続
き
、
土
壌
も

粘
土
層
で
、
難
し
い
地
域
で
あ
る

が
、
植
林
の
可
能
性
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
し
て
き
ま
し
た
。
植
樹

を
始
め
て
、
四
年
以
上
の
歳
月
が

経
過
、
色
々
な
種
類
の
木
々
が
順

調
に
育
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後

も
チ
ャ
コ
地
方
の
植
樹
を
継
続
し

な
が
ら
、
同
時
に
パ
ラ
グ
ア
イ
国

の
東
部
に
位
置
す
る
地
域
へ
の
溝

樹
活
動
も
展
開
す
る
計
画
で
す
。

首
都
ア
ス
ン
シ
オ
ン
か
ら
東
に

二
〇
〇
Km
ほ
ど
の
所
に
あ
る
オ
ビ

エ
ド
市
で
活
動
す
る
エ
コ
ロ
ジ
ー

団
体
（F

U
P
E
D
)

を
訪
問
し
、
責
任

者
（
ナ
ン
シ
ー
・
ロ
ハ
ス
女
史
）

に
会
い
、
今
年
の
三
月
に
当
協
会

と
地
球
の
緑
を
守
る
会
（
高
津
事

務
局
長
）

そ
し
てF

U
P
E
D

と
合
同

で
中
学
校
の
学
生
へ
の
環
境
教
育

と
学
校
校
庭
と
市
内
へ
の
植
樹
を

な
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
柴
沼
記
）
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高
津
啓
洋
地
球
の
緑
を
守
る
会
（
N
P
O
）
事
務
局
長

『
地
球
の
緑
を
守
る
会
（
略
称

緑
の
会
）
は
現
在
＝
パ
ラ
グ
ア
イ
・
パ
ン

タ
ナ
ー
ル
地
域
に
森
を
再
生
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
球
環
境
の
危
機
が
各
国
で
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
対
策
は
年
々
多
様

化
、
複
雑
化
の
傾
向
に
あ
り
、
私
達
市
民
が
ど
ん
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
ば

い
い
の
か
分
か
り
に
く
い
と
い
う
の
が
現
実
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
会
は
「
荒
れ
果
て
た
地
球
環
境
の
豊
か
さ
を
回
復
す
る
一
番
確
実
な
方
法
は
森
林
の
保
護
・
再

生
に
あ
り
」
と
い
う
生
態
学
の
最
新
理
念
に
基
づ
き
、
誰
に
も
理
解
で
き
る
、
す
ぐ
実
行
で
き
る

植
樹
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
森
林
は
地
球
の
肺
あ
る
い
は
緑
の
ダ
ム
、
野
生
生
物
の
ゆ
り
か

ご
、
ま
た
近
年
は
遺
伝
子
資
源
の
宝
庫
と
言
わ
れ
、
地
球
温
暖
化
の
軽
減
、
自
然
災
害
の
防
止
、

種
の
絶
滅
の
阻
止
、
人
間
の
健
康
と
福
祉
に
有
益
な
資
源
を
提
供
し
て
く
れ
る
な
ど
、
数
々
の
重

要
な
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
．
つ
ま
り
．
森
は
豊
か
な
生
態
系
を
支
え
る
何
も
の
に
も
代
え
が
た

い
、
命
の
基
盤
な
の
だ
と
言
う
考
え
方
を
本
会
は
最
も
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
緑
の
会
の
活
動
の

第
一
歩
は
二
〇
〇
一
年
四
月
に
現
地
で
行
っ
た
最
初
の
苗
木
の
植
え
付
け
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
三

年
後
の
二
〇
〇
四
年
一
月
、
東
京
都
認
可
の
環
境
N
P
O
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
か
つ
て
は

放
直
さ
れ
た
ま
ま
の
不
毛
の
土
地
だ
っ
た
牧
場
跡
地
に
今
で
は
若
々
し
い
森
が
育
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
を
支
え
て
い
る
の
は
全
国
各
地
の
会
員
の
皆
様
で
す
。
「
考
え
る
時
は
地
球
規
模

で
、
行
動
は
足
元
か
ら
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
市
民
レ
ベ
ル
で
活
動
す
る
人
々
の

行
動
の
原
則
で
あ
り
、
環
境
分
野
で
の
世
界
の
合
言
葉
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
文
字
通
り
、
地
球

の
反
対
側
に
位
置
す
る
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
に
木
を
１
本
で
も
植
え
る
こ
と
に
よ
り
環
境
保
全
で
国
際

貢
献
す
る
、
ま
さ
に
会
員
の
方
々
は
日
本
に
居
な
が
ら
に
し
て
こ
の
原
則
を
実
行
し
て
い
る
わ
け

で
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
時
代
を
先
取
り
し
た
活
動
を
継
続
で
き
る
背
景
に
は
南
北
米
福
地
開
発

協
会
の
協
力
が
あ
り
ま
す
。
森
林
再
生
地
を
は
じ
め
滞
在
施
設
の
提
供
や
現
地
で
の
ガ
イ
ド
、
通

訳
な
ど
、
様
々
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
で
植
樹
活
動
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
南
北
米

福
地
開
発
協
会
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ュ
ク
ト
の
形
で
森
林
再
生
事
業
を
発
展
さ
せ
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
』

田
岡
功
在
日
パ
ラ
グ
ア

イ
特
命
全
権
大
使
を

招
い
て
四
月
十
日
午

後
二
時
か
ら
講
演
会

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が

決
定
し
ま
し
た
。

場
所
は
現
在
検
討
中
。
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